











































ム構造をもつプロウログアニリンの異性体 1 と天然型と似た二次構造をもつ異性体 2
に対し，PDI によるジスルフィド結合の触媒効率を見積もった結果，PDI は異性体 2
のみ効率的に触媒することを明らかにした。これは PDIが，ある程度折りたたまれた
on pathway中間体のみを認識できる事を示していると考えられる。 






ステムを解明するため，本学今岡教授らによって見出された PDI の阻害剤 BPA を用
い PDI の機能発現機構の解析を進めた。その結果，BPA は PDI の様々な基質と競合
阻害することによって，PDIのシャペロン活性やジスルフィド結合導入・異性化活性
を阻害することを明らかにした。実際に BPA が PDI に結合することによって基質リ
クルートを阻害しているのかを構造的観点から明らかにするため，円偏光二色性スペ
クトル，示差走査熱量測定，動的光散乱，X 線小角散乱による解析を行った。その結
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